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令和５年度 第１２回(２月)名張市教育委員会会議録 

１．開催場所 名張市役所２階 庁議室 

２．開催日時 
令和６年２月１日(木) 午前１０時００分 開始 

午後 ０時１５分 終了 

３．出席者 
西山嘉一教育長、藤本幸生委員、川原尚子委員、辻愛委員、     

井内孝徳委員 

４．欠席者 なし 

５．事務局 

鷲阪文宣教育次長、松本孝寿文化振興担当監兼文化生涯学習室長、金

森國康教育総務室長、堺谷明香教育総務室学校給食・学務担当室長、

福島良和学校教育室長、松田淑子教育センター長、山口敦司市民スポ

ーツ室長、山口浩司図書館長、生杉智明学校教育室参事、大杉栄介学

校教育室参事、伊藤博之教育総務室参事、山村和久教育総務室教育総

務係長(書記) （以下、議事録中は役職名は省略。） 

６．事項 下記のとおり 

 

（教育長）ただ今から、令和５年度の第１２回定例教育委員会の方を開催させていただきま

す。もう２月ということですが、能登半島の地震がちょうど１月１日に起こりまして、今朝

も、地震の後の被災地の状況などが報道されていたわけでございます。震災の大きさという

ようなことで、非常に影響が大きいなということをつくづく感じさせていただいて、また被

災地に対しても、息の長い震災支援、復興支援というようなことで、これから考えていかな

ければならないというふうに改めて感じさせていただいたわけでございます。学校の方も

３学期がスタートいたしまして、いよいよまとめの時期ということになってまいりました。

大きな行事も大体終わらせていただいて、中学校は進路に向けて動いているというところ

でございます。学校の状況に関しましては、やはりインフルエンザ、コロナについて高止ま

りの状況というようなことで、じっとしてきていないというとおかしいですが、学級閉鎖と

いうところまでは行っていない状況ですけれども、県の方も昨日からフェーズ２というと

ころでの発信があったわけでございます。また、昨日から１校だけ感染性胃腸炎の関係で学

級閉鎖をしているというところもございますので、そういったところで健康管理も十分に

注意しながら、最後のまとめの時期を迎えていけたらと考えております。教育委員会の行事

の方につきましても、二十歳の集いは終わりましたけれども、これから先、マラソンであっ

たり、文化であったりと行事等もあるわけでございますけれども、ご協力の方をよろしくお

願いしたいと思っております。座って失礼いたします。そうしましたら、議事に入ります前

に、本日の会議についてお諮りをいたします。本日の会議の事項中、報告第３号臨時代理し

た事件（令和６年度当初予算要求）の承認について、及び、議案第３号令和６年度教育行政

の方針と施策の決定について、並びに、その他の項３）児童生徒の問題行動について（１２

月分）につきましては、名張市教育委員会会議規則第８条の規定により非公開とすることを

提案いたしますけれども、委員の皆様におかれましてはご異議ございませんか。 

（委員）はい。異議ございません。 

（教育長）はい、ありがとうございます。そうしましたら異議がないようでございますので、



- 2 - 
 

この件については非公開ということで扱いをさせていただきます。事項書の議事に入りま

す前に、少しお時間をいただきまして、委員の方から事前に、臨時代理した事件、臨時代理

についてということでご質問、ご意見をいただいたわけでございます。ちょっと後ろの議題

の関係もございますので、１５分程度になってくると思うんですけれども、事務局の方から

ご説明、状況についての説明をさせていただいた後、少し委員さんの意見交換をさせていた

だきたいと思います。時間が足りないようであれば、また後日に改めて、大事な話ですので、

教育委員会協議会での協議でというところで進めていけたらなというふうに思っておりま

すので、ご了解いただけたらと思っておるところでございます。そうしましたら、臨時代理

についてということで、事務局の方からご質問、ご意見に対してのご回答をさせていただこ

うと思います。事務局の方、よろしいですか。 

（事務局）はい。 

（教育長）はい。事務局。 

（事務局）臨時代理について、説明と事務局のこれまでの考え方等についてお話の方をさせ

ていただきたいと思います。資料については、本日、机の上の方に、名張市教育委員会の教

育長に対する事務の委任等に関する規則という１枚もののペーパーと、それと近隣市の状

況をちょっと確認させていただいたものをまとめました予算案件と人事案件の状況につい

てということで、２枚の方を置かせていただいております。臨時代理でございますが、この

規則に基づいて臨時代理を行っております。この前段といたしまして、法律、地方教育行政

の組織及び運営に関する法律というものがございまして、その中で教育委員については非

常勤の職員でございますので、教育委員会の事務のすべてを担うというのはできないとい

う前提から、教育委員会の方が教育長の方に規則で事務の委任、もしくは臨時代理を行うこ

とができるというような法律上の立て付けになってございます。名張市については、それを

受けまして規則の制定をしておりまして、第２条の方に委任事務というのを書いてござい

ます。教育委員会が教育長に委任する事務については、この（１）から（１３）を除いたも

のと、簡単に言うとそういうような形になります。実は、先ほど申し上げました法律上にも、

教育委員会の方で担う事務を委任してはいけないというか、委任しない事務というのも当

然定められておりまして、それが（1）から（６）になります。他市も似たような状況です

けれども、（７）から（１３）については、教育委員会の方で担う事務というふうな形で取

り扱っております。ですので、委任できない事務が名張市は法律より広い範囲となりますが、

他市と比べて極端に狭いとか広いというような状況はないというのが、まず前提条件とし

て１点ございます。臨時代理できる根拠については規則の第６条に書いてございまして、緊

急やむを得ないとき、市議会、今はちょっと通年議会になっていますけれども、市議会とか

で緊急やむを得ないときというのはどういうときかというと、議会、教育委員会であれば会

議を開くいとまがないとき、主にこれスケジュール的な問題、特に委員会であったりとか、

執行部の方で締め切りの問題であったりとか、即座に対応しないといけない場合であった

りでスケジュール的なもの、もしくは、会議を招集したけれども成立する委員数の方がそろ

わなかった場合が想定されております。名張市の場合は、主に予算案・人事案についてはス

ケジュール的なものが主な要因でございます。申しますのは、先ほどの話に戻るんですけど

も、名張市の場合については、定例会の方を毎月１回、２日から８日の間に開きますと。こ

こは、あと運用上の話ですけども、会議については半日、約２時間の会議を開いていただい
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ておりますので、そういった背景がございます。あと予算や人事に関わって、教育委員さん

のご意見に対する反映の機会の考え方ですけれども、例えば、本日の定例教育委員会の場で

あったり、非公開で行われます教育委員会協議会の場であったり、もしくは総合教育会議の

場であったり、場合によっては個別的な会議であったりとかのご意見というのを踏まえて、

予算案もしくは人事案件について取り扱いをさせていただいているところです。具体例と

いうか、少し具体的な事例を幾つか挙げさせてもらいますと、今回の当初予算でもご質問を

いただいておりますけれども、図書購入費の充実は大事だといった考えであったりとか、ち

ょっと見えにくいんですけども人の配置の問題、例えば学校教育の中でサポーターであっ

たりとか、支援員であったりとか、そこの重要性というのを委員さんの方で非常に強く認識

をしていただいております。これ実は、会計年度任用職員という職員数については、市全体

で減らしていくような方向にございます。ただ、ここの重要性というのは、予算折衝の中で

教育委員さんのお考えというものをこちらとしても強く訴えをさせていただいて、増加と

いうのはすごく難しいですけども、減少を抑えるような取組というのを進めさせていただ

いています。あと、今年に限った話ではないですけれども、なばり学の冊子の印刷費。一時

期、事業廃止というか、タブレットが導入されたので電子化すればどうかというような査定

がありまして、教育委員会事務局としても電子化の方に進めないといけないのかなという

ふうなことを考えた時期もございました。ただ、その当時の教育委員さんの中で紙の冊子の

重要性というのを非常に強く言っていただいていましたので、実は今年もすごく厳しい状

況ではあるんですけども、そういった冊子の印刷の復活とかというような形で反映をさせ

ていただいているところでございます。あと、人事案件については、個別の各委員のお話と

いうよりは、当然ながら任期の長さの問題であったり、もしくは男女構成比の問題であった

り、あと選出団体の必要性であったり、そういったことについてご意見をいただいたものを

前提に任用・委嘱の方をさせていただいているということで、現在としては考えてございま

す。名張市が異例というか、すごく変わったことを行っているのか、他市の状況はどうなの

だろうかというときに、もう１枚つけさせていただいております伊賀市と津市の予算と人

事案件の取り扱いの一覧表の方をご覧いただきたいと思います。まず予算については、伊賀

市と津市については議案という形で上げていただいております。名張市については報告と

いう形で上げております。内容については、要求前・査定後というのは、教育委員会以外に

予算については財政の担当部局がございますので、そちらの方の査定を受けた上で、議会の

方に予算案として計上していくという流れの中で、教育委員会に諮るタイミングというの

がいつの時点かということを確認させていただくと、査定後ということで、ここについては

すべて３市とも同じような状況でございます。ちょっと備考欄に書かせていただきました

が、少しわかりにくいですけども、津市と伊賀市については、予算議案の提案として議案と

して付議していると。つまり、予算案として議会に提出してよろしいでしょうかというよう

なことを議決していただいていると。名張市については、要求をして、このような形で予算

案として出しますよというような言い方をしています。ですので、ここはちょっと違いがわ

かりにくいですけど、ちょっと後でまた、当初予算の中で、スケジュール的なこともご説明

申し上げますけども、来年の当初予算の原案の方は、議会の方にはまだお示しをしていない

ところです。なので、例えば、名張市において、津市とか伊賀市とかのやり方でやろうと思

うと、議案という形で上げて、議会に提出していいですかと図るということも可能というこ

とです。人事案件についても、同じようなことが言えまして、一定その見えている姿という
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のは若干違うんですけども、実質的というか形式的な中身というのは、三市とも大きな違い

はないということに、今回、確認をさせていただいているところです。委員がおっしゃりた

いというのは、そういう形式的な話でなくて本質的な問題として教育委員のご意見という

か、議論の問題だと思っておりますので、例えばその意見を反映する機会といたしまして、

実質的には予算の場合だとスケジュール的には非常にタイトな中なので厳しいかと思うん

ですけども、臨時の教育委員会、これは公開になりますので、広く市民の方に知ってもらい

たい場合であれば臨時の教育委員会を別途設けるとか、例えば、総合教育会議の場合で市長

を交えてという話がいいのか、もしくは、これはもう外に出ていく話はあまり好ましくない

ので教育委員会協議会の中で話をするのがいいのか、また、もしくはその資料の出し方であ

ったり、説明の仕方であったりというのを改める方がいいのかというようなことも考えら

れるのかなと思っています。人事案件も同様で、これまでについても議案として図るケース

と、臨時代理で報告として図るケースというのが、名張市の場合は混在をしております。ス

ケジュール、これはちょっと相手方があることなので、スケジュールの前倒しをして議案と

してなるべく上げていくというようなスタンスをとらせていただく一方、例えば、協議の形

で決まっている分だけを先にお示しをさせていただいて、議論していただくとか、そういう

ようなやり方で、いくつかの方法があるのかなというふうに思っております。今後、教育委

員会の議事運営の部分については、市議会についても市が異なれば議会の運営のやり方が

大きく異なる部分が少なからずあって、通年議会や会議を区切ってというやり方というの

もそうですし、この教育委員会についても、今回、委員が庁議室に来ていただいていますけ

れども、オンライン開催を認める・認めないというような運営の仕方というものもあります。

ここについては、教育委員と事務局、教育委員会と事務局の方で、こういったいくつかの方

法、これまで培ってきたものと、今後継続していくやり方についてですね、協議というか、

すり合わせというか、そういう事をさせていただいて、運営について見直しというか、決め

ていただくというのは可能だと思います。今回のご提案について、現状のまずご説明の方と、

今、事務局の中でもすり合わせのほうができてない段階ではあるんですけども、そのやり方

を変えるという考え方について、ちょっと今現時点で私の方で考えさせてもらえるような

部分について、説明をさせていただきました。この後、ご意見等もいただきながら、協議い

ただけたらと思いますのでよろしくお願いいたします。 

（教育長）はい。ありがとうございました。委員のご意見ご質問等を受けまして、事務局の

方から、他市の状況であったり、市の方の状況であったりと報告させていただいたわけでご

ざいます。そんな中で、今、話もございますように、形としては違っているんだけれども、

実質としては同じという、要は、見え方としてこのような状況があるというようなところも

わかってきたところでございます。そんな中で、今日、先ほども言わしてもらいましたけれ

ども、これを議論すると本当に時間がかかりますので、まずは、委員さん方のご意見をいた

だく中で、結論を出すとするならば、改めてお時間をとっていただいた中で、事務局として

も努力もしていかなければならない部分もございますけれども、そういったところのすり

合わせをするというのもすごく大事かなと考えさせていただいているところでございます。

簡単にとなりますが、少しお時間をいただいて、ご意見いただけたらと。それぞれの委員さ

ん方のご意見をいただけたらありがたいなというふうに思っているんですけど。もう時間

ありませんけれども、委員、ご意見をいただけたら。 

（委員）もう時間も押しているので簡単にいきます。私、教育委員会、まず情報公開と、教
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育委員会の透明性、これに力を入れたいと思っております。ですので、形式にこだわらない

といいますが、私は形式にこだわるんです。ですので、やむを得ないというときは、やむを

得ない事由を明確にしてから議論を始めていただきたいと。あと、臨時代理に慣れすぎると

何でもかんでも臨時代理されるという危険を私は感じております。実は、もう大分前ですけ

れど、平成３１年３月２８日付、中日新聞、朝日新聞、読売新聞、毎日新聞に載った記事で

すけれども、伊賀市の旧南庁舎についての文化財指定についてというのが、定例教育委員会

の内容が新聞に載った記事があります。これに関しては、３対２と議決が分かれているとい

う中で、こういった文化財の指定に関しても委員の意見が分かれるかもしれない、どういっ

た案件があるかもわからない中で臨時代理するというのは、どうしてもそのやむを得ない

事由を明確にしてから、形式上進めていただきたいというのが私の意見です。以上です。 

（教育長）はい。ありがとうございます。他の委員さん方で、このあたりについてのご意見、

いかがでしょう。委員、いかがですか。 

（委員）はい。ありがとうございます。もう少し、この規則を読ませていただいて検討させ

ていただければと思います。 

（教育長）はい。わかりました。委員、いかがですか。 

（委員）私もなかなかすぐには。委員のおっしゃっていることも、はい、よくわかりますし、

事務局の方が言われた事も、はい、よくわかるので。やっぱり良いほうに進んでいけたら一

番いいのかなと思いますので、少しちょっと、じっくりちょっと読ませていただきたいなと

思います。 

（教育長）はい。わかりました。委員、いかがですか。 

（委員）はい。委員と示し合わせたわけじゃないですけども、議事のところで来年度、３月

議会に提案します来年度の教育方針と施策を読ませてもらっていて思ったんですけども、

今、ちょっとおっしゃいましたけども、なんていうか、難しいことはわかりませんけれども、

要は、こういう形かなと思って私もやらせてもらってきて、そんなに不自由を感じたことは

ないですけれども、今言わせてもらうと、来年度の方針とか、当初予算とか、特に教育委員

会として根幹に関わるような内容について、審議の時間が短い、これはすごく感じさせても

らいました。はっきり言うと、提案、各担当が出されたものをまとめていただいて、教育長

も見られていますけれども、それに対する本当に添削のような、作文添削のような、今日、

もう時間がなくなっておりますけれども、それで議会に出していくという。だから、前に言

わせていただいたみたいに、ここは教育委員会の追認の場ではないという、議論の場である

ということを、きちっともう一遍、確認する時期としては、委員がおっしゃっていただいた

こと、私は全く同感です。だから、予算もそうですけども、根幹に関わる部分について、も

っともっとこちらが教えてもらって、これは、いわゆるレイマン・コントロールの場ですわ

ね、はっきり透明性ですわね。だから、委任されている教育長を中心として、その事務局の

方が説明責任を果たしていただいて、それを市民代表の我々が聞かせていただいて、我々の

感覚で聞かせていただいて、納得をさせていただいて、お互いに歩み寄って、子どもたちの

ために進めていくという形が、この２０１５年度の地方教育行政の改正でも一番言われて

いるのはそこやと思うんですね。だから、組織における教育長の立場も変えられましたし、

委員の選出で他市では選挙やとか、評価やとか、そんなことをされているところもたくさん

あります。この間から文科省が出されていた教育委員会の在り様のアンケート、読まれたと

思うんですけども、見せてもらいますと平均の回数が年間、臨時も定例も入れて全国平均が
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１４.７回、名張市は本当に懇切丁寧にしていただいていますけれども、資料１つでも１週

間前に出されますが、当日に資料配布というのが５２％あるわけですね、まだ全国の市町村

で。そんなところと比べても本当にこう資料を提供していただいて、短い時間で活発に討議

できる手だてをしていただいているのはわかるんですけれども、中身によったら、本当に時

間がない、流れていく、もうそれで出していかないといけないというのがあります。その辺

は、その都度、やっぱりこう言わせていただいて、さっきおっしゃっていただいた臨時の教

育委員会を持つ、事務局が出ていただくのであればそういう形になろうかと思いますし、ど

の方法がいいかわかりませんけども、それを私、ちょっと別の項で言わせてもらおうと思っ

たことで、ちょっと関わって、冒頭おっしゃっていただきましたので、その辺は大事にして

いけたらなと。私らの使命でもあるという感覚からも言わせていただきました。詳しくこれ

をこういう形というのはわかりませんけれども、また時間をいただいてですね、今の感想で

す。以上です。 

（教育長）はい、ありがとうございました。今、これで結論が出るとかはできませんもので、

先ほどからのお話の中で感じていただいたこと、そして考えというのを出していただいた

わけですけども、その中でどう工夫していくのか、或いは委員さん自身にもご協力をいただ

かなければならないこともございます。そういったところで、まず事務局自身が工夫してい

かなければならない部分もございます。そういうところでのすり合わせというか、お互いの

納得がいくような形の中で、またできないことはできないという部分もあると思います。そ

の中でどこまでできるかというところ、当然そこは工夫していかなければならないという

ふうに思っていますので、そういったところについて、改めてお時間をとって協議していた

だきたいと、私としても時間を取らせていただきたいと思っておりますので、よろしいでし

ょうか。 

（委員）はい。 

（委員）はい。 

（教育長）はい。そうしましたら、そういった中ではやはり教育委員会協議会がふさわしい

かなというふうに思わせていただいておりますので、教育委員会協議会を取らせていただ

くというようなことで、進めさせていただきたいというふうに思っていますので、それにつ

いてもよろしいでしょうか。 

（委員）はい。 

（委員）異議ございません。 

（教育長）はい。この件につきましては、今日は、この程度で一旦終わらせていただきます

けれども、引き続き、よろしくお願いしたいと思います。 

 

 

１ 報告 

第３号 臨時代理した事件（令和６年度当初予算要求）の承認について【非公開】 

 

 

２ 議案 

第２号 名張市奨学金条例の一部を改正する条例の制定について（具申） 
（事務局 説明） 



- 7 - 
 

 

（教育長）委員からいただいた質問について、回答をお願いします。はい、事務局。 

（事務局）はい。委員からいただきました利用状況などはどうなっていますかとご質問をい

ただいております。支給奨学金は、令和２年度から高校生だけになっていますが、令和４年

度が３５人、令和５年度が２６人、大学生の支給奨学金として、制度改正前の方がおりまし

て、令和４年度１人、令和５年度１人となります。貸付奨学金は、高校生は令和４年度・  

５年度ともに０でして、大学生は令和４年度が３人、令和５年度は卒業もあり１人となって

います。貸付奨学金の償還にあたって返還が遅れている方は、現在、３人おられます。３人

の方に対しては、電話をしたり、訪問をしたりしまして、生活状況などを確認しながら少し

ずつ返していただくということで、細かく連絡を取っております。 

（教育長）はい、ありがとうございました。ただ今、事務局の方から説明をさせていただい

たわけでございますけれども、委員の皆さんの方からご質問等ございましたらお出しいた

だけたら。委員、よろしいですか。 

（委員）ありがとうございました。詳しく教えていただいて。かなり少ないというのは、減

ってきているということですね。 

（事務局）そうですね。はい。 

（委員）先ほど聞かせていただいて、県や社会福祉協議会の方も制度があると。全体的に、

県の奨学金の制度とか、その辺を利用する人は多いですか。 

（教育長）はい、事務局。 

（事務局）県への申し込みも、昔、７年前ぐらいとかですと５人、６人程いらっしゃったん

ですけども、今年は１名です。ちょっと見ていると減ってきているなというのがありまして、

授業料無償化が大きいのかなと思っております。 

（教育長）はい。よろしいですか。はい、どうぞ。 

（委員）ちょっと質問させていただいたのは、いつも年度末の補正のときに減額されていま

すね。結局、今の実態を聞かせていただいたら、減額になると思うんですけれども、ひょっ

として借りにくい状況があるのであれば、そこのところを改善して、貸付なしの条例改定や

なしに、その中身を変えてでも借りやすいような状況にしていくのが親切なやり方と違う

かなと、私は思うんですね。なぜこの質問させてもらったかって、これはこれでよくわかる

んですけれども、基本的に、名張市、この間からの総合教育会議の方ですけれども、大綱の

中でも、語れるまち名張ということで名張の愛着とか誇りとか、人材育成とか、或いはＳＤ

Ｇｓで一人ひとり取り残さないという方針を出していって、名張に住んでいる子どもらが

夢を持ってやっていくという、全体の考え方ですよ、それに対して県があるからとか、他が

あって他のとこへ流れていくとか、そちらの方が使いやすいとか、そういうことで切ってい

く、例えばそういうことを望んでおるんやったら、やっぱり名張の子にそんな子がおるんや

ったら、まず地元の名張が手を差し伸べていくという考え方をどっかに持っていないと、財

政難はよくわかるんですけど、これも切りやすいから、ノルマの中で切り捨てる中にはもう

ポーンと優先的に入ってくるんやろうなと私なりには思うんですけれども、行政というこ

こは教育行政ですので、教育という視点から考えていったら、やっぱり一人ひとりの子ども

を育てていくとか、１人でもそういう子がおるんやったらサポートしていくという考え方

をどこかで残しとかんと、本当にこれからの先の施策がさっきの話じゃないですけれども、

本当に何ていうかな、冷たいというと変ですけれども、そういう配慮はここが持ってないと、
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教育委員会がしないと、そのために市長部局から離れているところもあると思いますので、

そういったところを持っておいていただきたいなと。今の奨学金、この改定は私も納得させ

てもらいました。それは結構ですけれども、安易に利用者がいないとか、それやったらもっ

と使いやすい、借りやすい形にとかいうふうに変えていくとか、何らかの形で手を差し伸べ

るという基本的な部分を見失ってしまったら、これからの教育委員会の施策にも影響して

くるのと違うかなと思うので、あえてこの質問させてもらったんですけれども。これは私の

意見として聞いていただいたらと思います。以上です。 

（教育長）はい。ありがとうございました。他の委員さん方でいかがですか。はい。委員。 

（委員）委員に関連しまして、貸付の方がなくなるということですが、支給奨学金の方は年

額３万円、これは残るということでいいですかね。ですので、この３万円もできるだけ支給

していただいて、支給奨学金に関しては残るように、財政難の中でもこの３万円はできれば

死守というか、守っていただきたいなという希望があります。以上です。 

（教育長）はい。ありがとうございました。委員、いかがですか。 

（委員）私も、いつもこの奨学金の方に関わらせていただいているんですけれども、年々減

っているというのは感じていました。でも、私も委員と同じ意見で、やめてしまうんではな

くて、何か提案させていただいてというのは思ってはおりました。でも、説明を聞かせてい

ただいて、今の状況というのもわかりましたので、今回は仕方ないのかな、はい、納得とい

うことにはなります。ただ、やっぱり本当に、名張で子どもたちを支援するという気持ちは

とっても大事だと思いますので、そこはもう本当に忘れずに、支給の方も、決して名張市は

高額ではない、その人数制限というのは設けませんけれども、年間３万円ということで、ち

ょっと少ないなと思ったりもするんですけれども、そのあたりも含めて、また今後も考えて

いただきたいなと思います。 

（教育長）はい。ありがとうございました。委員さん方からいろいろ意見いただいたわけで

すけれども、委員。 

（委員）はい。ありがとうございます。先ほど、ご説明いただいたところで理解しておりま

す。で、ご丁寧にご説明いただいた中で大変結構かなと思いました点が１点あります。何か

と申しますと、確かに貸付金、貸付の奨学金は廃止にはなるんだけれども、そういったこと

についての問い合わせに対して丁寧に対応していく。それから、どういう手だてがあるかと

いうようなことをご案内いただく。要は、市では、できる範囲はここまでですけども、他に

こういうやり方やこういうものがありますよという、何かそういったガイダンスをですね、

引き続きしていただくこと、これが非常に最終的なサポートになるのかなというふうに思

います。で、その本当に困っておられる状態の方の場合、どこに何をどんなふうに相談して

よいのかがわからないという意味では、教育委員会の方でそういう窓口まで引き受けてい

ただけるということは大変ありがたいと思いました。以上です。 

（教育長）はい。ありがとうございました。私の方から、自分自身も奨学金の選考委員会の

方に入らせていただいている中で、委員会のやはり趣旨としては借りやすいようにという

のは、もう当然、その趣旨は持っているわけでございまして、１つの例としては、コロナの

ときに収入が激減したときに、少しでも広く応募しやすいように、前年度では変わっていな

かったので終わりではなくて、やっぱり２回、当該年度も見ていこうであったりとか、周知

も２回にしていこうであったりとか、というような中で工夫もしていっているのも現実で

ございますし、今言われたような趣旨は非常に大事な話になってくると思います。そんなと
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ころも大事にしながら進めていきたいと思っているところでございます。そうしましたら、

この議案第２号でございますけれども、提案させていただいた中で、ご異議なしということ

で進めさせていただいてよろしいですか。 

（委員）はい。 

（教育長）はい。ありがとうございました。そうしましたらご異議がないということで原案

通り議決をさせていただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

 

第３号 令和６年度教育行政の方針と施策の決定について【非公開】 
 

 

第４号 名張市スポーツ推進計画の改定について 
（事務局 説明） 
 

（教育長）ありがとうございました。事前にいただいた質問について、回答をお願いします。

事務局。 

（事務局）はい。ご質問いただきました件について、回答の方をさせていただきたいと思い

ます。まず 1 つ目ですが、スポーツ振興に向けて指導者の養成・確保は大きな課題だと思い

ますが、各種協会や団体と連携し養成・確保していく中で、課題になっていることは何です

かというご質問をいただきました。現在ですね、年に一度、名張市スポーツ協会、名張市ス

ポーツ推進委員、それから名張市スポーツ少年団の三者の合同で、スポーツ指導者研修会と

いうのを、毎年３月にさせていただいております。こちらの方が、毎年実施の事業という形

でやっております。養成に関しての事業でございます。その他にですね、課題と上がってい

るのは、まず大きなこととして、指導に当たる人材を確保できていないという点が問題でご

ざいます。なぜかといいますと、指導者の資格ですね、現在、昔と違って、指導するに当た

りましては資格を、日本スポーツ協会の方からですね、資格を取るように示されておりまし

て、当然これ資格がないと指導ができないという形になっております。資格取得に関しまし

ては、非常に時間がかかります。報酬もございますが、例えば、私もバレーボールをやって

いるんですけども、その例でいきますと、小学生の場合は小学生用の資格が必要になってく

ると。スポーツ少年団に入っている場合は、スポーツ少年団の方の資格も必要になってくる

わけです。また、さらにはですね、種目協会の方での指導員の資格、それから、さらにその

上の資格というのもございまして、大会等への参加、それから指導するにあたってその資格

がないとできないというのがございますので、まず資格の取得が非常に難しいのが大きな

課題です。それからあと、指導者がおって派遣するにしましても、費用の面ですね、費用の

部分も、これも課題となっている部分でございまして、なかなか難しいというところです。

それからですね、地域型総合スポーツクラブの支援についてということで、ご質問をいただ

いております。こちらにつきましては、名張市総合型地域スポーツクラブの育成支援指針と

いうのを作っておりまして、そちらの方でやっております。これに基づいて行っております。

特に、名張市の一番大きな支援としましては、令和４年と５年と支援しましたあかめ総合型

スポーツクラブへのような形で、創設の支援ということをしております。これは１年間で 

１２０万円の財政的支援をさせていただいております。これにつきましては、財源にスポー
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ツ振興くじの助成を受けており、その助成の範囲内での支援という形でさせていただいて

いるものでございます。それから、創設後の支援につきましては、そういったスポーツ振興

くじの助成といった部分の補助金の申請手続きの支援とか、それから名張市の施設を使う

場合に優先的な利用の支援とか、そういった部分で支援をしております。あと、昨年からで

すね、総合型スポーツクラブが５クラブございますけれども、その５クラブの連絡協議会を

つくらせていただきまして、その中でですね、いろいろなご意見をいただいて改善を行うと

か、また新たなイベント等の策定、それから取組なんかもこれから考えていくということで

今始めたところでございます。次でございます。７ページのグラフでございます。これは、

名張市の人口見通しということで、国立社会保障人口問題研究所の方のデータを掲載させ

ていただいています。前回のグラフから見直しを検討させていただくときにですね、総人口

だけという形で決めさせていただいたというところでして、前回までは老年人口とかも入

っていましたので、折れ線グラフという形になっていたんですけど、今回は総人口だけで対

象ということで棒グラフとなっております。それから、総合型スポーツクラブの現在の状況

をお伝えさせていただいておいた方がよいのではと思います。こちらにつきまして、先ほど

少し触れさせていただきましたが、現在は５クラブということで、あかめ総合型スポーツク

ラブはまだ設立準備段階でございますので、来年度、令和６年度に設立するということでご

ざいますので、次回の改定時に変更をさせていただきたいと考えております。それから１７

ページのアーバンスポーツの方の注釈でございます。これにつきましては、スケートボード、

ＢＭＸというのは結構メジャーとなっておりますので、今回は省かせていただきましたけ

れども、必要だということであれば注釈を入れさせていただきます。すいません。あと、  

１９ページのスポーツリーダーバンクにつきましてです。こちらのスポーツリーダーバン

クですが、名張市の方では平成１８年から始めております。ただ、平成２７年頃に一旦途切

れてしまっているというのが現状でございます。その後、特段新しい形などには振り替わっ

ておりませんので、来年度一年でですね、再構築に向けた検討をしていきたいと考えており

ます。 

（教育長）はい。ありがとうございました。事務局の方から説明をさせていただいたわけで

すけれども、委員さんの方からご質問ご意見を。はい、委員。 

（委員）ありがとうございます。７ページの人口のグラフの事でお尋ねです。これは、名張

の人口見通しということで示していただいたのは非常に説得力のある資料だと思うんです

けれども、もし可能でありましたら、日本の人口の推移と比較とか、別に三重県全体とか細

かくなくてもですね、全体の推移と比べて名張市はどうかというような視点もあって良い

のかなというふうに思っています。そのあたり、またご検討ください。 

（教育長）はい。ありがとうございます。委員、いかがですか。 

（委員）ありがとうございました。今、委員もおっしゃっていただいたグラフですけど、前

の方が丁寧と感じましたので、ご意見をさせていただきました。この前の部分との繋がりと

を考えると丁寧かなと思いました。 

（事務局）ありがとうございます。わかりました。 

（委員）それと１０ページの総合型地域スポーツクラブですけど、これを読んでいると、現

在はどうなっているのというふうに私は感じたんです。解散しました、ですが今進めていま

す、というふうな感じに読めたので、現在、５つでいいですか。 

（事務局）はい。 
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（委員）５つありますので、そこは、ちょっと記載しておく方がよいのかなというふうに思

います。あと、アーバンスポーツ、そうですね。私は、ＢＭＸがわかりませんでした。 

（事務局）すいません。 

（教育長）はい。ありがとうございます。いろいろなご意見をいただいたわけですので、そ

の中で変更できるところについては、また工夫もしながら、最終それで完成という形で出し

ていくというようなことでよろしいでしょうか。捉え方、それこそＢＭＸの話じゃないです

けれども、やっぱりそういうところもあるかもわかりませんし、よろしくお願いしたいと思

います。変更点が多少あると思いますけれども、基本この形で、令和８年度、次の大きな改

定時期となりますので、そのような内容を踏まえながら今回の改定をしていきますのでよ

ろしくお願いいたします。そうしましたら、この件につきましては、いろいろな意見もいた

だきながら進めておりますけれども、この方向で修正あっての議決ということでさせてい

ただいてよろしいですか。 

（委員）はい。 

（教育長）はい。そうしましたら議決ということで進めさせていただきます。 

 

 

３ その他 

１）令和５年度学校満足度調査（Ｑ－Ｕ）結果について 

２）令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について 

３）児童生徒の問題行動について（１２月分）【非公開】 

４）令和６年二十歳のつどいについて 

５）三重県指定文化財指定（丈六寺五輪塔）について 

６）図書館だより（２０２４年２月号） 

７）その他 

 ・各所属からの諸事項  

 

 

１）令和５年度学校満足度調査（Ｑ－Ｕ）結果について 

２）令和５年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果について 

（事務局 説明） 

 

（教育長）はい。ありがとうございました。説明がありましたけども、委員さんの方から質

問等ございましたらお出しいただけたらと思います。また、感想等でも構いません。はい。

委員。 

（委員）生活アンケートのところです。スクリーンタイム４時間以上かどうかというところ

です。こちらの指標というのは、引き続き、各学年でもですね、調査いただくなど、随時で

構わないと思うんですけれども、非常に良い１つの指標かなというふうに思いました。 

（教育長）はい、ありがとうございました。他の委員さん方でご意見等ございましたらお出

しいただけたらと思います。いかがでしょうか。よろしいですか。はい。そうしましたら、

次の説明をお願いします。 
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３）児童生徒の問題行動について（１２月分）【非公開】 

 

 

７）その他 

（事務局）能登半島の地震に関わりまして、三重県で、三重県災害時学校支援チームという、

教職員が県で支援チームを編成してですね、研修や訓練を行っておりまして、名張市からは

６名の教員が加入しております。その支援チームが、石川県の輪島市、一番厳しいところで

すけれども、学校再開に向けての支援ということで、三重県教育委員会を挙げて支援に行く

ということで、派遣を１月から開始しました。そういったところで、今、名張市からはこの

２月に１週間ずつ２名が派遣をされる予定をしてございます。それから、そのあとまた残り

の教職員も、学校の実情と合えばですね、派遣され、また、教職員の中でさらにサポート員

として学校支援にということで、今、募っているところでございます。現在、市内で４名が

手を挙げていただいているところです。学校運営もございますけれども、三重県で起こった

ときには逆に北陸の方から助けていただく、そういう体制もお互い連携体制をとっていく

というようなことで、三重県は輪島市に向けて、今、１校が小中学校合同で再開し、来週は

ほとんどのが学校が再開をするめどが立ったと聞かせていただいておりますが、白山市へ

の中学生の集団避難、そういったところにも教職員が行かないといけないし、集団避難に行

かない子どもたちの受入体制、学校体制のところを支援していくということで、熊本県や他

県の支援チームと一緒にですね、三重県も支援していくという動きをとっていくというこ

と、お知りおきいただけたらと思います。 

（事務局）すいません。お時間がない中、もう１点、申し訳ございません。今年度末に行わ

れます中学校の卒業式、また、小学校入学式の日程について皆様方にお知らせさせてくださ

い。まず、中学校の卒業式にございます。３月１３日の水曜日、午前中の開催でございます

が、各校によって若干時間のずれがございますが、９時半から１０時頃の予定をしています。

次に、来年初めの小学校の入学式です。４月８日の月曜日、こちらも午前スタートというこ

とになっています。本年度の小学校の入学式から、教育委員の参列というものを再開させて

いただいております。従いまして、３月１３日に行われます中学校の卒業式でも、教育委員

の皆様方の参列をいただきたいと思っておりますので、また詳しくは事務局よりご案内を

差し上げたいと思います。すいません。以上です。 

（教育長）はい。ありがとうございました。よろしくお願いしたいと思います。そうしまし

たら、今後の予定について、よろしくお願いします。 

 

 

   ・定例教育委員会の日程について  
     決定   ２月２７日(火)  午前１０時～ 庁議室 
     予定   ４月 ４日(木)  午後 ２時～ 庁議室 
 

 

（教育長）はい。ありがとうございました。いろいろなタイトなスケジュール、今後も続く

わけですけれども、委員さん方に置かれましては卒業式、入学式等お世話をおかけしますけ
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れども、よろしくお願いしたいと思います。そうしましたら、これにて令和５年度の第１２

回定例教育委員会の方を終わらせていただきます。ありがとうございました。 

（委員）ありがとうございました。 


